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抄録 
韓国の老人福祉館は，地域高齢者の拠点施設として多様な社会活動の場となっている．高齢者の社

会活動は主観的幸福感と関連し，主観的幸福感が高い場合，介護予防行動を引き起こすとされること

から，地域高齢者の社会活動の場である老人福祉館活用理由と主観的幸福感との関連を明らかにす

ることを目的とした．調査対象は，韓国大丘広域市の老人福祉館 5 か所の利用者 603 名とした.老人

福祉館活用理由と主観的幸福感との関連を重回帰分析した結果，「ボランティア活動」「生活にメリ

ハリができるから」「スポーツ・運動」「音楽」「その他」が主観的幸福感と関連していた．利用者

が主体的に活動に参加する取り組みは，正に健康を実感するための取り組みであり，主観的幸福感と

関連していると推察される． 
 

Ⅰ.研究背景・目的 
韓国の老人福祉館は，老人福祉法第 36 条（老人

余暇福祉施設）第 1 項 1 号に「老人の教養，趣味

生活及び社会参加活動等に対し，各種情報とサー

ビスを提供し，健康増進及び疾病予防と所得保障，

在宅福祉その他老人福祉増進に必要な総合的な老

人福祉サービスを提供する施設」と規定される．

1981 年に老人福祉法が制定され，1982 年の老人福

祉法施行令及び施行規則において老人福祉会館の

運営根拠が示された．その後，1989 年の老人福祉

法一次改正で老人福祉余暇施設の概念が導入され，

老人福祉館は老人余暇施設として分類された．

2004 年の老人福祉館運営指針において老人福祉

館の機能が初めて規定されて現在の運営基準に整

備され，2007 年の老人福祉法改正で「老人福祉会

館」が「老人福祉館」に名称変更[1]された． 
保健福祉部の老人福祉施設現況[2]（2021 年 12 月

現在）によると，老人福祉館は全国で 357 ヶ所あ

る．そのうち，韓国老人総合福祉館協会に会員登

録している老人福祉館は 329 ヶ所で会員は 250 万

人[1]である．老人福祉館の主要事業として「生涯

教育や趣味・余暇活動支援事業」「健康生活支援

事業」「相談支援事業」「社会参加支援事業」「地

域連携・協力事業」「高齢者の雇用や所得支援事

業」[1][3]が挙げられる． 
韓国では，2008 年に誕生した長期療養保険制度

下に「介護予防事業」がなく，同制度下での「介

護予防事業」の必要性が指摘されている[4][5]．長期

療養保険制度下に介護予防事業が存在しない韓国

では，老人福祉館が地域高齢者のニーズや地域の

特徴を踏まえた介護予防の拠点として地域高齢者

の生活を支えている[3]．深堀ら[6]は，高齢者の主観

的幸福感が高い場合，介護予防行動を引き起こす

としている．また高齢期の社会活動は，主観的幸

福感と関連しており[7]，高齢者の身体機能維持や

主観的幸福感の維持・向上に影響する[8]とされる．

石井[9]は，主観的幸福感は，QOL の主観的あるい

は心理的側面であり，野村[10]は，高齢者が自らの

人生や生活に抱いている充足感を示す概念である

としている．このように主観的幸福感は高齢期の
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充実を捉える指標である．高橋ら[11]は，余暇活動

タイプが多彩型であることが主観的幸福感を高め

る方向へ影響しており，多彩に余暇活動に取り組

むことは主観的幸福感を高めると指摘している．

さらに，国の政策も高齢者が社会参加し，生きが

いや役割意識を持つことにより，高齢者本人が自

発的に介護予防行動をとることを促す方向に転換

しつつある[12]． 

そこで本研究では，介護予防の側面としての老

人福祉館活用理由と高齢期の充実感の指標である

主観的幸福感との関連を明らかにすることで，超

高齢社会に向けた韓国社会における老人福祉館の

役割と機能を明確にすることを目的とした． 
 

Ⅱ．研究方法 

1. 調査対象 

韓国大丘広域市にある老人福祉館 5 か所の利用

者を対象とした．大丘広域市の高齢化率は 15.1％
と，全国平均高齢化率 15.1％と同率である（2019
年 5 月現在）[13]． 
 

2. 調査方法 

大丘広域市にある老人福祉館館長に調査依頼を

行い，回答書に承諾の得られた施設に電話で確認

を行った．その後，調査対象である 5 か所の老人

福祉館を訪問し，老人福祉館館長に本研究の目的

を文書と口頭で説明し，同意を得た．老人福祉館

5 か所のソーシャルワーカーから老人福祉館利用

者に口頭で研究の目的について説明してもらった．

調査への参加は任意であることを説明し，了解の

得られた 65 歳以上の老人福祉館利用者を対象と

し，「老人福祉館活用理由」と「主観的幸福感」に

関する質問紙を用いて留め置き法で 2019 年 8 月

に調査を実施した． 
 
3. 調査内容 

調査内容は先行研究[14]を踏まえ，「基本属性」と

「老人福祉館活用理由」「主観的幸福感」に関する

項目を設定した．基本属性は韓国老人保健部「老

人実態調査」基本属性を参考に，年齢，配偶者の

有無，同居家族，最終学歴について尋ねた．「老人

福祉館活用理由」は，質的研究データ[14]に基づき，

「スポーツ・運動」「音楽」「パソコン・語学」「習

字・囲碁・将棋」「老人福祉館紹介の仕事」「ボラ

ンティア活動」「才能寄付」「世代間交流」「新聞・

テレビを見る」「友達と一緒に過ごせること」「老

人福祉館にいられること」「生活にメリハリができ

るから」「その他」の 13 項目を設定し，複数回答

法で回答を求めた． 
「主観的幸福感」の評価尺度は，佐藤[15]の先行

研究を踏まえ，LSIA 尺度[16]を用いて，「あなたの

人生は他人に比べて恵まれていると思いますか」

「若いときと同じように幸福だと思いますか」「あ

なたの人生を今よりももっと幸せにする方法があ

ったと思いますか」「これまでの人生で今が一番幸

福だと思いますか」「自分のしていることのほとん

どが退屈なことだと思いますか」「これから先何か

良いこと楽しいことがあると思いますか」「あなた

が今していることは昔と同じようにおもしろいこ

とだと思いますか」「年をとって少し疲れたように

感じますか」「あなたの人生を振り返って満足でき

ますか」「もし過去を変えられるとしたらあなたは

自分の人生をやり直したいと思いますか」「これま

での人生であなたは求められていたことのほとん

どが実現できたと思いますか」の 11 項目を設定

し，「とてもよくあてはまる」から「まったくあて

はまらない」までの 5 段階評定で回答を求めた． 
 日本語で作成された質問紙を著者が韓国語に翻

訳し，調査を実施した． 
 

4. 分析方法 

分析は主観的幸福感に関する 11 項目について因

子構造を明らかにするために探索的因子分析（最

尤法,プロマックス回転）を行った．その後，主観

的幸福感に影響を及ぼす変数を検討するために，

主観的幸福感尺度を目的変数とし，説明変数は老

人福祉館の利用で役に立っていると感じることに

関する「スポーツ・運動」「音楽」「パソコン・語学」

「習字・囲碁・将棋」「老人福祉館紹介の仕事」「ボ

ランティア活動」「才能寄付」「世代間交流」「新聞・

テレビを見る」「友達と一緒に過ごせること」「老人

福祉館にいられること」「生活にメリハリができる

から」「その他」の 13 項目で重回帰分析（ステップ

ワイズ法）を行った．すべての統計分析には統計解

析ソフト IBM SPSS Statistics 26 を用いた． 
 

5. 倫理上の配慮 

調査実施にあたっての倫理上の配慮は，大妻女

子大学生命科学倫理委員会に審議を依頼し承認を

得た（承認番号 2019-021）．調査依頼及び実施時に

調査協力の任意性，調査の中で知り得た一切の情

報の保護やその管理・破棄方法，調査結果の利用・
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公表方法について文書および口頭にて説明を行い，

同意の得られた老人福祉館の利用者を対象とした．

研究実施に係わる試料・情報を取扱う際は，研究

対象者の個人情報とは無関係の番号を付して管理

し，研究対象者の秘密保護に十分配慮した.研究の

結果を公表する際は，研究対象者を特定できる情

報を含まないようにし，研究の目的以外に研究で

得られた研究対象者の試料・情報を使用しないこ

ととした． 
 

Ⅲ．結果 

1. 調査対象者の属性 

調査の結果，603 名から協力を得ることが出来

た．対象者の基本属性および老人福祉館利用に関

する回答内容を表 1 に示す． 
 

表 1 調査対象者の属性（N=603） 

 
 
 
性別は「男性」が 259 名（43.2%），「女性」が 341

名（56.8%）であり，年齢は「70 歳から 74 歳」が

200 名（33.3%）と最も多く，「85 歳以上」が 35 名

（5.8%）で最も少なかった．老人福祉館活用理由

は「スポーツ・運動」が 388 名（64.9％）で最も多

く，次いで「友達と一緒に過ごせること」が 234
名（39.3％），「音楽」が 178 名（29.9％）であった．

主観的幸福感 11 項目に関する記述統計量を表 2
に示す． 

表 2 主観的幸福感 11 項目の記述統計量 

 
 

 

2. 尺度化の確認 

 主観的幸福感に関する 11 項目ついて因子構造を

明らかにするために探索的因子分析（最尤法，プロ

マックス回転）を行った．スクリー法により 2 因子

構造が妥当と判断された．しかし，第 2 因子に負荷

する項目が 2 項目のみだったため，第 1 因子の因

子負荷量が .40 以上の 8 項目による合計点を用い

て主観的幸福感得点とした（表 3）．Cronbach’s α係

数は .869 であった（表 4）． 
 

表 3 探索的因子分析の結果 

 

 
 

表 4 主観的幸福感の記述統計量 

 
 

 

 

 

人数 (%)
259 43.2
341 56.8
109 18.1
200 33.3
137 22.8
120 20.0
35 5.8

411 68.3
191 31.7
4 0.7
10 1.7
2 0.3

125 21.2
356 60.3
53 9.0
32 5.4
8 1.4
16 2.7

108 18.0
169 28.1
202 33.6
106 17.6

スポーツ・運動 388 64.9
音楽 178 29.9
パソコン・語学 34 5.7
習字・囲碁・将棋 100 16.8
老人福祉館紹介の仕事 38 6.4
ボランティア活動 71 11.9
才能寄付 39 6.6
世代間交流 16 2.7
新聞・テレビを見る 58 9.7
友達と一緒に過ごせること 234 39.3
老人福祉館にいられること 173 29.0
生活にメリハリができるから 120 20.1
その他 12 2.0

性別

年齢

配偶者の有無

80歳から84歳

独居（未婚）

小学校

老人福祉館活用理由

同居家族

最終学歴

男性

女性

65歳から69歳

70歳から74歳

75歳から79歳

中学校

高校

短期大学卒業以上

85歳以上

いる

いない

独居（離婚）

独居（別居）

無学

独居（死別）

夫婦のみ

子ども（未婚）と同居

子ども（既婚）と同居

その他

人数 平均値 標準偏差

あなたの人生は他人に比べて恵まれていると思いますか 589 2.28 0.81

若いときと同じように幸福だと思いますか 589 2.36 0.93

あなたの人生を今よりもっと幸せにする方法があったと
思いますか

589 2.57 0.97

これまでの人生で今が一番幸福だと思いますか 588 2.35 1.01

自分のしていることのほとんどが退屈なことだと思いますか 583 3.54 1.08

これから先何か良いこと楽しいことがあると思いますか 584 2.51 0.98

あなたが今していることは昔と同じようにおもしろいことだと
思いますか

585 2.39 0.97

年をとって少し疲れたように感じますか 584 2.58 0.99

あなたの人生を振り返って満足できますか 589 2.44 0.97

もし過去を変えられるとしたらあなたは自分の人生を
やり直したいと思いますか

589 2.67 1.19

これまでの人生であなたは求められていたことのほとんどが
実現できたと思いますか

590 2.60 1.01

F1 F2
.753 -.030
.716 -.115
.711 .035
.698 .006
.688 .008
.636 -.001
.613 .079
.573 .110
-.055 .842
.025 .427
.164 .308

4.284 1.492
F1 1.000 0.158
F2 1.000

人生を振り返って満足できますか
求められていたことのほとんどが実現できた

因子間相関

年をとって少し疲れたように感じますか
ほとんどが退屈なことだと思いますか
もっと幸せにする方法があったと思いますか
何か良いこと楽しいことがあると思いますか
昔と同じようにおもしろいことだと思いますか
他人に比べて恵まれていると思いますか

因子負荷量

因子抽出法: 最尤法  回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法

項目

若いときと同じように幸福だと思いますか
今が一番幸福だと思いますか

固有値
自分の人生をやり直したいと思いますか

項目数 N M SD α
主観的幸福感 8 603 3.47 0.82 .869
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3. 老人福祉館の活用理由に関する項目との重回

帰分析 

 主観的幸福感に影響を及ぼす変数を検討するた

めに，主観的幸福感尺度を目的変数とし，老人福

祉館活動理由に関する項目を説明変数とする重回

帰分析（ステップワイズ法）を行った．その結

果，調整済み R2 は .050 と 0.1％水準で有意であ

った．標準偏回帰係数（β）は活用理由（ボラン

ティア活動），活用理由（生活にメリハリができ

るから）,活用理由（スポーツ・運動），活用理由

（その他），活用理由（音楽）で正の有意な値を

示し（βはそれぞれ .114, .112, .113, .112, .108, い
ずれも p<.01），ボランティア活動やスポーツ・

運動，生活のメリハリ，その他，音楽が老人福祉

館活用理由になっている人ほど主観的幸福感が高

いことが明らかとなった（表 5）． 
 

表 5 主観的幸福感に対する重回帰分析の結果 

（N=603） 

 

 

 

Ⅳ．考察 

 本研究の目的は，老人福祉館活用理由と主観的

幸福感との関連を明らかにすることである．韓国

の老人福祉館利用者を対象に，老人福祉館活用理

由と主観的幸福感の関連を重回帰分析で検証した

結果，「ボランティア活動」，「生活にメリハリがで

きるから」，「スポーツ・運動」，「音楽」，「その他」

の 5 つの項目が抽出された． 
 「スポーツ・運動」は老人福祉館の活動で 64.9%
の利用者が老人福祉館活用理由と回答しており，

最も高い割合であった．また「生活にメリハリが

できるから」は利用者の 20.1%が老人福祉館活用

理由と回答している．「スポーツ・運動」と「生活

にメリハリができるから」について，柴田[17]は，

高齢者は運動機能も低下するので，高齢者では運

動機能によるうつや記憶障害を引き起こす可能性

があると指摘しているが，運動による体内時計同

調効果の近年の研究[18]によると，朝や夕方の運動

は時計を前進させるが，遅い夜の運動は後退させ

ることから，老人福祉館の日中活動における運動

は生活リズムの改善に影響を与え，さらにそれが

主観的幸福感に影響を与えているものであると考

えられる．さらに柴田[17]は，ストレスは体内時計

を強力に乱すので，アルツハイマー病に対する強

制運動がストレスになるようでは逆効果になる可

能性を考える必要があるとも指摘しており，利用

者の心身の状態によっては運動時に配慮が必要で

あると推察される．老人福祉館活用理由である「ス

ポーツ・運動」は，強制的ではなく，自分の好き

な時間に自分の好きな「スポーツ・運動」を選ん

で実施できる老人福祉館の利用者の自主性と自由

参加に基づくプログラム利用システムが影響され，

主観的幸福感を高めることにつながっていると推

察される．「音楽」の活動について，関谷ら[19]は，

引きこもりになりがちな高齢者が集う楽しさを見

つけ，集団の中で音・音楽を媒介して社会性や協

調性が養われることが，快感情とリラックス感得

点が高まったことにつながり，不安感の軽減にな

ったと考えられる.「音楽」活動を通したこのよう

な感情の改善は身体的健康と心理的健康につなが

っていく可能性が高いと示唆している．本調査結

果でも，約 3 割の利用者が老人福祉館活用理由を

「音楽」と回答しており，「音楽」を通して他の利

用者との交流を深めることで感情が改善されるこ

とで主観的幸福感に影響を与えたことが示唆され

た．「ボランティア活動」について，李[20]はボラン

ティアの活動時間と健康は曲線的変化がみられ，

ボランティア活動時間が長いほど健康状態におけ

る影響は弱まり，活動時間と健康との検討により，

年間 52 時間（週 1 回）超の活動を行うことが健康

に有効であるとされ，適度に「ボランティア活動」

を通して社会参加することが主観的幸福感を高め

る上では重要であると考えられる．「ボランティア

活動」について，国民の健康づくりの指針である

健康日本 21 の中で，「ボランティアやサークルな

どの地域活動を積極的に実施」することの重要性

が提唱されるように，高齢期においては積極的に

社会参加をしていくことが主観的幸福感を良い状

態に保つことにつながると考えられ，その社会参

加の目的の一つとして「ボランティア活動」が有

効であると考えられる． 
急激に高齢化が進展する韓国において，老人福

説明変数 β
活動理由（ボランティア活動） .114 **
活動理由（生活にメリハリができるから） .112 **
活動理由（スポーツ・運動） .113 **
活動理由（その他） .112 **
活動理由（音楽） .108 **
調整済みR ２ .050 ***
*：p <0.05　**：p <0.01　***：p <0.001



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No.33 2023 

［査読無し] 

韓国高齢者における老人福祉館活用理由と主観的幸福感との関連 189 
 

祉館は高齢者の介護予防を担う地域の拠点施設と

しての役割を担っている．老人福祉館では，教育，

趣味や余暇活動などの様々なプログラムが提供さ

れ，利用者が自らプログラムを選択し，参加する

ことができる．世界保健機関（WHO）[21]は健康教

育の考え方として，健康教育活動の方法は，従来

から活用されてきた他者依存型で専門家を主導と

した方法から脱皮しなくてはならないとしており，

利用者が主体的に活動に参加する取り組みは正に

健康を実感するための取り組みであると考えられ

る．本調査の結果では「ボランティア活動」は主

観的幸福感との関連性はみられたが，利用者の

11.9%が老人福祉館活用理由と回答していること

から，利用者自身には実感されにくいことが示唆

されている．しかし高齢者を対象とした「ボラン

ティア活動」が利用者自身の主観的幸福感にどの

ような影響を与えるか，その意義を示すうえで有

益な基礎研究であり，老人福祉館における社会活

動の有効性と社会参加としての「ボランティア活

動」を推進することの一定の科学的根拠が得られ

たと考えられる．また，重回帰分析の結果では「そ

の他」の項目が抽出されていることから，本調査

の調査項目以外の老人福祉館活用理由についても

質的研究との組み合わせにより，今後さらに探求

することが必要であると考える． 
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Abstract 
The purpose of this study was that, association between reasons for activities at the welfare centers for the 

elderly and Subjective Well-being in South Korea. In the method of study, five facilities that are the welfare 
centers to the elderly cooperated with these surveys. The target group consisted of a total of 603 people who 
used these facilities. The results revealed that the following items were associated with subjective well-being: 
“volunteer activities,” “establishment of a rhythm in daily life,” “sports/exercise,” “music,” and “others.” 
Initiatives of the welfare centers for the elderly, in which the elderly people voluntarily participate, help them 
to be aware of their health, representing the role played by the centers as bases for long-term care prevention. 
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